
その他の見直しについて（案） 

資料３ 

調理師試験の問題数は６０問以上とし、
次の各号に掲げる科目ごとにおおむね当
該各号に定める割合によるものとする。 

１．調理師試験基準の見直しについて 

○調理師試験基準 
（平成９年５月１２日厚告１１９） 

科目 
全問題数に 

対する割合 

公衆衛生学 １５％ 

食品学  １０％ 

栄養学 １５％ 

食品衛生学 ２５％ 

調理理論 ３０％ 

食文化概論 ５％ 

〈現行〉 〈改正案〉 

教科科目 
全問題数に 

対する割合 

食文化概論 ５％ 

衛生法規 ５％ 

公衆衛生学 １５％ 

栄養学  １５％ 

食品学 １０％ 

食品衛生学 ２０％ 

調理理論 ３０％ 

－１－ 



２．調理師業務従事者届の様式の見直しについて 

○国際化を踏まえ、専門調理師や調理師の資格を有することの証書の
英文標記を検討してはどうか。 

 調  理  師  業  務  従  事  者  届 

 
  ふ り が な                          性   別 年  齢 

                                
  氏 名     男・女   
                              歳 

  

本籍地都道府
県 名 

    
  

  （国   籍）       
        〒                       
      
    

県 
市 

町 
  

  住 所   郡   
      

      番地     号 
                                
  電 話 番 号           

        登 録 を受けた   
  

  
登録番号 

  
 第      号 

  調理師名簿登
録(調理師免許
証 ) 

  都 道 府 県 名         
    

登 録 年 月 日 
  昭 和 

       年         月    
  

       日 
          平 成        

      １．寄宿舎         ８．飲食店営業   

    ２．学  校   ９．魚介類販売業   

    ３．病  院   10．そうざい製造業   

  業務に従事する   ４．事業所   11．その他   
    ５．社会福祉施設   
    ６．介護老人保健施設   

  場 所   ７．矯正施設                     
    所 在 地                       

    電 話番号                       
        名 称                       
  備 考                             

(注意)該当する文字又は数字を○で囲むこと。 

（参考） 

－２－ 

○専門調理師が約３万人いる現状を踏まえ、専門調理師の活用を促す
ことを目的として、 
    ・専門調理師免許に関する項目を追加してはどうか。 
    ・飲食店営業の内容や規模に分けて把握してはどうか。 


